
令和 8 年度 駒澤大学教育後援会 

静岡県支部 支部総会 

日時 令和 8 年 5 月 31 日（日） 午後 3 時～ 

場所 静岡県静岡市 

1. 設置準備委員会 委員長挨拶 （稲垣 裕） 

2. 駒澤大学教育後援会 会長挨拶 （福島 誠） 

3. 議事

1. 静岡県支部 支部会則（案）について 承認 

2. 静岡県支部 支部規定（案）について 承認 

3. 令和 8 年度 静岡県支部 役員選出について 承認 

4. 令和 8 年度 事業計画（案）並びに 予算書（案）について 承認 

5. その他

4. その他

5. 令和 8 年度 支部長挨拶
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(案)
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駒澤大学教育後援会 静岡県支部旅費規程（案） 

第１条 本規程は、駒澤大学教育後援会静岡県支部（以下「当支部」という。）が行う行事等に出席、

又は参加し、任務を果たすことを目的として旅行した者に対し支給する旅費について定める。 

２ 旅行命令者は支部長とし、旅行命令簿に記載し、提示または口頭により発するものとする。 

３ 教育後援会会長の要請に基づいて、本部で行う行事及び支部管外で行われる後援会活動等に出席、 

又は参加する際の旅費は、「駒澤大学教育後援会旅費規程内規」の遠距離出張として扱うものとする。 

 

第２条 旅費支給の対象となる行事等とは、次の各号とする。 

(1) 駒澤大学教育後援会主催の会議 

(2) 当支部総会 

(3) 当支部役員会 

(4) 当支部の行う行事 

(5) その他支部長が必要と認めた会議、講習会、視察等 

 

第３条 旅費の支給は、別に定めのある場合を除き、実費の全部又は一部を支払うものとする。

なお、本部が支給する旅費との重複支給は認めない。 

 

第４条 支給する旅費の項目は交通費及び日当とし、次の各号の定めにより支給する。 

(1) 交通費 

交通費は、実費を支給するものとし、最も経済的な通常の経路及び方法により計算する。

なお、金額が検証できない費用（長距離バス代等）については領収書を提出する。 

① 県内の鉄道運賃・鉄道料金、路線バス等は、実費を支給する。ただし新幹線は運賃のみとする。

本条交通費②のイに該当する場合は、居住所等から乗車する駅等までの交通費を同項に基づき計算

し加算する。 

② 県内の自家用自動車等の利用による場合は次の通りとする。 

ア 開催地と居住所等との往復の距離 概ね 10ｋｍ未満は支給しない。 

イ 開催地と居住所等との往復の距離 概ね 10km 以上は、距離（ｋｍ）×25 円で計算する。 

③ 県外 ・・・ 必要最低限の実費以内の額とする。 

(2) 日当 

日当は、所要時間により以下の通りとする。 

ア 半日（２時間以上４時間以内） ・・・ 1,000 円

イ １日（４時間以上） ・・・ 2,000 円 

(3) 宿泊費 

宿泊費は1泊12,000円を限度とする実費支給とする。 

ただし、やむを得ない事情により上限額を超える場合は、事前に支部長の承認を得るものとし、そ

の場合の支給額は支部長が認めた額とする。 

(4) 旅費の支給方法は、半期に１回以上纏めて指定口座への振込み支給、又は現金支給とする。 

 

第５条 旅費の支給を受けようとする者は、旅行命令票に必要に応じ領収書を添え、支部長に提出しな

ければならない。 

 

第６条 特別な事由がある場合又は本規程の運用が困難な場合は、支部長の事前の承認を条件として、

その都度個別に定める。 

 

第７条 この規程の改廃は当支部役員会で決定する。 

 

附 則 

１．この規程は、令和 8 年 5月31日より施行する。 
Page . 4



令和 8 年度 静岡県支部 支部役員（案） 

 

 

役職 氏名 ご子息在学年 

支部長    稲垣 裕 4 年 

副支部長(事務長兼任) 鈴木 智ニ 3 年 

副支部長(事務長兼任) 石川 昇 2 年 

理事 森下 由美子 3 年 

理事 長谷川 貴子 2 年 

会計 櫻井 尚孝 4 年・2 年 

監事 松永 千賀子 3 年 

監事 塩澤 有里 2 年 

 

 

※以下の会員を、支部委員として任命いたします。 

氏名 ご子息在席学年 

稲垣 実穂 4 年 

鈴木 麻実 3 年 

石川 敦子 2 年 
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令和 8 年度 静岡県支部 事業計画（案） 

令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日 

 

月 主な活動内容 本部連携事業・行事等 

4 月   

5 月 支部総会（教育懇談会） 本部総会・教育懇談会 

6 月  教育懇談会・本部役員会 

7 月  本部役員会 

8 月 設立記念式典・祝賀会（8/1）  

9 月 キャンパスツアー（支部合同） 本部役員会 

10 月 支部役員会 1 泊参禅研修・本部役員会 

11 月 支部交流会(予定) 全日本駅伝応援・本部役員会 

12 月  本部役員会 

1 月 サークル応援（箱根駅伝） 

支部役員会 

箱根駅伝応援・賀詞交歓会・本部役員会 

2 月 次年度役員・事業計画（案）作成 

富士宮駅伝応援 

本部役員会 

3 月 会計監査・活動報告書作成 本部役員会 

 

  

Page . 6



令和 8 年度 静岡県支部 予算書（案） 

令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日 

収入の部 （単位：円） 

 

科 目 2026 年度 

予算額 

前年度 

決算額 

備  考 

支部補助金 700,000 0 支部銀行口座開設のための預金 10000 円含む 

応援補助金 200,000 0 駅伝応援補助金（富士宮駅伝） 

参加費 102,000 0 設立記念式典 参加費  

（支部役員１４名＋支部会員２０名ｘ会費３０００円） 

雑収入 5,000 0 賀詞交歓会 景品等本部割り当て金 

繰越金 0 0 ※本部規定により上限は 10,000 円 

合 計 1,007,000 0   

 

支出の部 （単位：円） 

 

科 目 2026 年度 

予算額 

前年度 

決算額 

備  考 

会議費 80,000 0  総会・支部会会場費・お茶代等 

旅費交通費 150,000  0  支部役員・委員交通費 

通信運搬費 120,000  0  郵便費用（85ｘ410ｘ3 回）＋予備費 

印刷費・消耗品費 50,000  0  プリンターインク代・コピー費用 

振込等手数料 3,000 0   

一般事業費 300,000  0  富士宮駅伝応援補助・支部交流会・サークル応援参加 

特別事業費 102,000 0  設立記念式典 (式典・祝賀会費用は本部予算にて) 

渉外費 50,000 0  他支部との情報交換会等 

予備費 142,000 0  8/1 祝賀会予備費等 

余剰金返金 0 0   

次年度繰越金 10,000 0   

合 計 1,007,000 0   
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